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LaとCo1.7の状恐密fHの ビーークは､ Co-chainの存在の ためと考えられる｡ 不規

則性の彩管は;iIガ的 には大 きくない｡ 反強磁性のIli現す る理山 もI試論する｡

18･モ ッ ト ･ノ､バ ー ド型絶 縁体 に導入 され た正 孔 に関す る

理論的研究

宮 崎 基 弘

倍化相識泊超†)-;滞L･トには､ I.a2-XSrMCuO一,YBa2Cu306.iな どがある｡ これ らの稚

貝には､ Cuが 0をはさんで 2次元正方格子 を作 った CLJO2J両が共通 に存在 し電汝

はその両方向 に流れやすい｡ また､ これ らの物nは同位体効果 をほとんど示 さな

いな どの ことか ら､ 従来の超伝韓の基礎理論であるBCS理論の枠組みか らはず

れている可能性が1指摘 されている｡

またこれ らの柵門で X:0.6:0では反強磁性拙操作であ り､ モツ ト･ハバー ド

型一紙綿肺 と考えられる｡ このような現象 について､ 2次元 CuO2両で､ 正札が斗入

され る前は虚子ゆ ちぎの大 きい反強磁性状憩が基底状債であり､ 正孔が蒔入 され

ると､ RVB(ヨ川島価花子結 缶 )状憩が安定にな り過信鞍が出現す る､ とい う理論的

予測がある｡ しか し､ 碍子のスピンWの交換相互作用 を無祝 した範細内での正JL

の選曲エ ネルギーの計狩か らは､ mB状憩が安定になることはないと結論 されてい

た｡

本研究の目的は､ このよ うに正孔がjX入されて宙伝韓がLfl現する付近のFdt城で､

RVD状他の'3～定性を刑べ るこ とである｡ そのだめ ます地線体の状憩で R.VB状愚のエ

ネルギー を.'Rめた｡ す ると､RVB状愚のエネルギーは基底状倍に比較的近 くな った.

次にjl:.孔の運動エネルギー をスピン仰の交換相互作用 を考慮 して計辞 した｡ す る

と RVD状倍が'_IHiIになる閉域があり､ スピン仰の交棟相互作用が重野であること

がわかった｡ これ らのfIi男 より､ モ ツ ト･ハバー ド聖地線描に正孔 を串人す ると

RVB状倍が安JriIになることが明 らかになった｡
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